














































実はこの 5 つの要素は初期の論文だけに見られるものであって、その後の文献には 5 つの要素
についての記載がないことがわかる。その代わりに出てくるのは、偶然を意図して起こし、
キャリアに活用するための具体的なステップや問いかけの提示である。







































る計画的偶然理論の 3 つということになる。本章では 3 つのうち、最初の 2 つについて触れて
いくこととする。 3 つめの計画的偶然理論等については章を改めて述べることとする。























　 2 点目と 3 点目には外部との関係についてのものが続く。環境的な条件や出来事、学習経験
そのものである。この 2 つは言い換えれば環境や出来事に対する認知と言えるだろう。 3 点目
の 学 習 経 験 だ が、Krumboltz は 学 習 の あ り 方 に は 道 具 的 学 習（Instrumental Learning 


































2 . 2 ．認知的アプローチと行動的アプローチをベースにしたキャリアカウンセリング










































　Krumboltz を理解するための 3 つめのキーワードが計画的偶然理論である。計画的偶然理
論は Mitchell, Levin and Krumboltz（1999）によって提唱されたが、その後の論文等では、
Planned Happenstance Theory という名称ではなく、単に Happenstance とされている 6 ）。そ
して Krumboltz（2009）では Happenstance Learning Theory という記述に変化している。こ
こに Krumboltz 自身がハプンスタンスに関わる理論をどのように発展させてきたかを垣間見
ることができる。それぞれについて個別に確認していこう。
3 . 1 ．計画的偶然理論（Planned Happenstance Theory）












するための要素として、次の 5 つを挙げている 7 ）。
1 ．好奇心 : 新しい学びの機会を探索する
2 ．粘り強さ : うまくいかなくても努力を続ける
3 ．柔軟性 : 自らの態度を変え、周りの状況を変えていく
4 ．楽観主義 : チャンスは訪れるものであり、それを活かすことができるのだと考える
5 ．リスクを取る : 結果が見えなくても行動を起こす
























ウンセリングへの計画的偶然の適用方法として 4 つのステップを提示している（表 1 ）。
　以上のように、計画的偶然理論の初出典では、計画的偶然理論を社会的学習理論の中に位置
づけたうえで、偶然を作り出すための 5 つの要素、そして本理論をキャリアカウンセリングで















題（表 2 ）を、そしてキャリアカウンセリングに適用するための 5 つのステップについて、そ
れぞれのゴールとカウンセラーからクライエントへの問いかけ例も含めて詳細に記述されてい
ることである。ハプンスタンス学習理論のカウンセラー用マニュアルだと見ることもできる。





















いくことである。なお、Mitchell, Levin and Krumboltz（1999）との違いはステップ 3 である。
好奇心に基づいてクライエントに行動を促す際、クライエントからの抵抗に対して認知的な説
得を試みるステップが追加されたと考えられる。









ステップ 2  ： カウンセリングのはじめに、クライエントの関心を特定する
ゴール：人生をより満足度の高いものにするための何かを特定する手助けをする。
伝え方：心に浮かんだことを話してください／夢中になった活動を書き出してください。
ステップ 3  ： 現在の行動のため、過去の成功体験で計画外の出来事を伴ったものを用いる
ゴール：過去の成功に現在の行動への教訓が含まれていることを認識させる。
伝え方：その出来事を活用するために何をしましたか？
ステップ 4  ： クライエントが潜在的な機会を認識できるよう敏感にさせる
ゴール：想定外の出来事をキャリアのチャンスに再構築することを手助けする。
伝え方：起こってほしいと思っている出来事を教えてください。











4 . 1 ．Krumboltz のキャリアカウンセリング
　ハプンスタンスに関する理論と社会的学習理論を接続する最後のパーツとして、現在比較的















表 4 　Krumboltz のカウンセリング記録
年 出典 概要











2013 Krumboltz, Foley and Cotter（2013）,












































4 . 2 ．社会的学習理論のコンテクストからみた Krumboltz の理論と実践













Kruboltz の著作としては実践への適用方法が幾度も述べられている（表 5 ）が、日本のキャ
リアカウンセリングやキャリア教育の現場では、 5 つの要素を用いた認知的なアプローチに止
まっていることが多い。ハプンスタンス学習理論は本来、学習理論の流れを汲む行動的アプ
表 5  ハプンスタンスに関わる論文・書籍
発表年 著者、論文名 / 書籍タイトル 内容
1999 Mitchell, Levin and Krumboltz,




2004 Krumboltz and Levin,
“Luck is No Accident: Making the Most of Happenstance 




The Happenstance Learning Theory
4 つの命題・ 3 つのステップ
2013 Babineaux and Krumboltz,











　Krumboltz and Levin（2004）は Krumboltz 本人が2009年のハプンスタンス学習理論の提唱
時点においても完全で網羅的で実践的とするものであるが、書籍であるため論文に比べるとボ
リュームが大きく、また体系的な枠組みの提示もなされていないため、具体的な適用ステップ
で示された Mitchell, Levin and Krumboltz（1999）や Krumboltz（2009）に比べると雑然と
した印象が否めない。そこで最新版の Krumboltz（2009）をベースとして、ハプンスタンス
に関する理論に登場する理論をそれぞれに対応させ、ひとつの表に整理したものが表 7 である。








































Mitchell, Levin and 
Krumboltz（1999）






















































































































1 ） Krumboltz and Levin（2004）, pp.19-21.
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吉　川　雅　也
2 ） 宮城（2002）, pp.79-81.
3 ） 宮城（2002）, p.72.
4 ） 宮城（2002）, pp.74-76.
5 ） 宮城（2002）, p.71.





7 ） Mitchell, Levin and Krumboltz（1999）, p.118 を元に筆者翻訳。なお原著では“Five Skills”とされて
いるが、技術というよりも包括的な行動特性と捉えるほうが適切であろう。訳語として「スキル」を
用いると具体的な技術としての意味合いが印象が強くなると考え、本稿では「要素」と記載する。
8 ） 当該論文ではカウンセラーが Krumboltz 本人であるということは明示されていないが、論文の主旨
からして本人または共同執筆者、ないし Krumboltz が認めたハプンスタンス学習理論の実践者がカ
ウンセラーであるとみなし、ここで取り上げた。
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